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①海岸構造物の施工履歴 ～住吉海岸周辺の海岸保全施設～ 
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①海岸構造物の施工履歴 ～住吉海岸周辺の施工履歴詳細～ 4 

（仮称） 
二ツ立海岸 



①海岸構造物の施工履歴 ～宮崎港周辺～ 5 



①海岸構造物の施工履歴 ～一ツ瀬川導流堤～ 6 



②海岸侵食の状況 ～最近20年間の海浜土砂量の変化～ 7 



②海岸侵食の状況 ～広域の海岸線の変化～ 8 



③広域の海底地形 ～ 大淀川～小丸川 ～ 9 

2007(H19)年1～2月 

面的測量結果 

2006(H18)年1月 

深浅測量結果 



④広域的な地形・地質の特徴 10 



⑤地形変化要因の整理 ～土砂供給量の減少【ダム堆砂、砂利採取】～ 11 

約180万m3 

浚渫禁止 

≪流砂系における主な変遷≫ 

＊許可量 

年次 大淀川水系 宮崎港 住吉海岸(仮称) 一ッ瀬川水系
富田浜・
堀の内海岸

小丸川水系

■1930年

・高岡ダム竣工【1932年】

■1940年 ・川原ダム竣工【1940年】

・戸崎ダム竣工【1943年】

■1950年 ・松尾ダム竣工【1951年】

・渡川ダム竣工【1955年】

■1960年 ・大淀川第一ダム【1961年】

・砂利採取【1968年～】
・河口導流堤竣工【1969年】

・一ツ瀬ダム竣工【1963】
・河口左岸導流堤竣工【1963年】

・砂利採取【1965年～】

■1970年

・砂利採取【1976年～】

■1980年 (海岸侵食が顕在化)

・南防波堤工事着手【1982年～】
・離岸堤整備【1985年～】

・緩傾斜護岸整備【1982年～】 ・河口中導流堤竣工【1983年】

■1990年

(右岸砂州の消失：1997年) ・南防波堤ほぼ現在の形に【1998年】 ・離岸堤整備【1998年～】

■2000年

(航路維持浚渫)
(右岸砂州の縮小：2005年～)

(汀線位置の
変動は大き
いが、海浜
は安定もし
くは堆積傾
向)

(1965年から1988年の間で
約２ｍ河床が低下)

1999～ 



⑤地形変化要因の整理 ～沿岸漂砂の不均衡（海岸構造物施工と浚渫など）～ 

12 

（注１）  1986(S61)年～2002(H14)年の計17年間で，場所が特定でき
た浚渫量（計画値）のうち、宮崎港建設前は海域であり、隣接海浜地形
への影響が大きいと考えられる航路泊地部分の浚渫を示した。  

（注２） 航路泊地部分の浚渫は、本来海域でなかった砂州より陸側の
部分においても実施されているが、場所と量を特定することができない
ため、最大450万m3という表現とした。  

（注３） 浚渫数量は当時の計画値であり、実際に浚渫した数量とは一
致しない（実際の数量は不明） 
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⑥海岸の漂砂実態調査 ～沿岸流～ 13 

【定点固定カメラによる流れの観測】 
 

目的：沿岸方向の流れの状況の把握 

 

時期：平成１８年１月～１年間観測 

 

結果：南向きの流れが卓越していることを確認。 

    沿岸流の方向と波浪エネルギーフラックス 

    （波向）の方向は対応していることを確認。 

●：カメラ観測位置（Ａ～Ｄ：4地点） 

Ａ 
B 

 
C 

 

 

D 

 

 

Ａ B 

 

C 

 

 

D 

 

 



⑥海岸の漂砂実態調査 ～汀線変動～ 

【定点固定カメラによる 

    汀線変動の観測】 
 

目的：汀線位置の短期的な 

          変動状況の把握 

 

時期：平成１８年１月～１年間観測 

 

結果：汀線の短期的な変動幅は  

              30～40m 

（平均汀線位置から±15～20m） 

14 

短期的な変動幅 

短期的な変動幅 



⑥海岸の漂砂実態調査 ～トレーサー～ 15 

【トレーサー調査（着色砂投入による流れの観測）】 
目的：土砂移動状況の把握(沿岸流) 

時期：平成１８年８月投入 

結果：現地観測により外力（波向きと流れの向き）と土砂移動の向きの関係を確認。 

        この間は土砂が南向きに移動していることを確認 

汀線部におけるトレーサー調査結果 

（2006年8月25日～10月25日） 
トレーサー調査期間中の外力 

（2006年8月～10月） 



⑦養浜および沿岸漂砂制御施設の例  16 

茨城県 鹿嶋海岸  細砂で形成される海底勾配が比較的緩やかな 
鹿嶋海岸に設置されたT字突堤型のヘッドランド 

 歩留まりに着目し粗粒材を用い
た養浜の試験施工 



 海底谷が岸に迫る駿河湾に位置し、沿岸
漂砂が卓越する砂礫質の清水海岸。 

 離岸堤型のヘッドランドが設置されている。 

 土砂供給源である安倍川の掘削
土砂（砂礫）を海岸に投入している。 

静岡県 清水海岸 

⑦養浜および沿岸漂砂制御施設の例 17 



⑧海岸侵食対策工の例 ～ 海岸保全対策施設の種類 ～ 
18 

種別 設置する目的 
期待する効果 

対策工名 

波浪・高潮 
対策施設 

• 台風や低気圧の来
襲時における水位
上昇と高波の越波
による浸水から背
後地を守る。 

【（１）最終防御】 
・堤防・護岸(直立・緩傾斜) 
【前面消波】 
・根固消波工 
・消波堤 
・養浜 
【沖合消波】 
・離岸堤、新型離岸堤 
・人工リーフ（潜堤） 

侵食対策 
(漂砂制御) 
施設 

• 漂砂を直接捕捉し
たり、波や流れを制
御することにより、
漂砂量を制御し、
海岸線の侵食や、
土砂の過度の堆積
を防止する。 

【（２）波浪・海浜流制御】 
・消波堤 
・人工リーフ（潜堤） 
・離岸堤 
・新型離岸堤 
【（３）人為的に供給】 
・養浜(サンドリサイクル、サンドバイパス) 
【（４）漂砂捕捉】 
・突堤 
・ヘッドランド(人工岬) 



⑧海岸侵食対策工の例 ～ 護岸 ～ 19 

護岸 

（１）波のエネルギーに耐えられる構造とする 
 強固な護岸でこれ以上の侵食を防止する．砂浜の保全機
能は持たない． 



⑧海岸侵食対策工の例 ～ 離岸堤・人工リーフ ～ 20 

離岸堤 

人工リーフ 

（２）波のエネルギーを弱める（波浪・海浜流制御） 
 海中に施設をつくり，施設背後の砂の移動を抑制する． 



⑧海岸侵食対策工の例 ～ 養浜 ～ 21 

（３）波のエネルギーを弱める（養浜で対応する方法） 

  自然海浜（砂浜）が持つ本来の消波機能により対応．砂
は動くことでその効果を発揮するため柔軟な管理と対応が
必要． 

河川掘削土砂の運搬 

養浜（海岸に敷き均し） 

静岡県富士海岸の事例 

住吉海岸の事例 



⑧海岸侵食対策工の例 ～ 突堤･ヘッドランド ～ 22 

突堤 

ヘッドランド 

（４）砂の流出を防ぐ（漂砂捕捉） 
 構造物で砂の海岸線に沿った横方向の移動を制御する．
施設自体に波力低減効果は期待できない（砂浜とのセット）． 

茨城県鹿嶋海岸の事例 



⑧海岸侵食対策工の 
～住吉海岸における浜幅の定義（案）～ 

T.P.±0.0m

浜幅50m（現況浜崖頂部～T.P.±0.0mまでの水平距離）

砂丘
（浜崖）

1.　無施設（自然海浜）

T.P.±0.0m

浜幅50m（緩傾斜護岸のり肩～T.P.±0.0mまでの水平距離）

緩傾斜護岸

2.　緩傾斜護岸（＋離岸堤）

1：3

T.P.±0.0m

浜幅50m（傾斜護岸のり肩～T.P.±0.0mまでの水平距離）

傾斜護岸

3.　傾斜護岸

根固工

23 



⑨石崎浜試験養浜の実施概要 24 



⑨石崎浜試験養浜の実施地点および養浜土砂量 
25 



⑨石崎浜試験養浜の実施状況               
（養浜材の質と養浜工の施工方法） 

26 

26 



⑨養浜施工地点の土質に関する調査 
（南工区施工完了から約2ヶ月後：5月末） 

27 

H19 アカウミガメ産卵状況 

北 11 ／ 17 
南  2 ／ 33 

（ 産卵数 ／ 上陸数 ） 



⑨試験養浜のモニタリング結果 
～養浜地形の変化状況～ 

（１）施工中 

2007年3月13日撮影 

（２）施工完了時 

2007年5月30日撮影 

28 

（３）台風0704号通過後 

2007年7月15日撮影 

（４）台風0705号通過後 

2007年8月3日撮影 



⑨試験養浜のモニタリング結果 
 ～養浜区間の陸上部の土量変化，断面変化～ 
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7/18(台風4号後) 
8/  2(台風5号後) 

台風4号前後 台風5号前後 

7/12(台風4号前) 
7/18(台風4号後) 
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⑨試験養浜のモニタリング結果 
～養浜地形の変化状況～ 

30 

2007年8月22日 養浜砂 流出後 

2007年７月４日 養浜砂 流出前 

潮位：潮位：T.P.+36cmT.P.+36cm  



台風0704号通過後の試験養浜箇所の状況 

（2007年7月15日撮影） 

⑨試験養浜のモニタリング結               
～台風0704号，台風0705号経路図～ 

31 

2007年3月13日撮影 

台風0704号  （宮崎最接近 7/14） 

7/12 

7/13 

7/14 
7/16 7/15 

7/30 

7/31 

8/1 

8/2 

8/3 

8/4 

台風0705号  （宮崎最接近 8/2） 

出典：気象庁ホームページ 
午前９時 

午後９時 

宮崎 

宮崎 



2007年3月13日撮影 

⑨試験養浜のモニタリング結果 
～台風0704号，台風0705号通過時の外力（速報値）～ 

32 
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台風0704号  （宮崎最接近 7/14） 台風0705号  （宮崎最接近 8/2） 

海岸線 

105° 

※波向は速報値、現在精査中 



⑨試験養浜のモニタリング結果 
～台風0704号，台風0705号通過時の外力（速報値）～ 
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台風0704号  （宮崎最接近 7/14） 台風0705号  （宮崎最接近 8/2） 

7/14 12：00 8/2  9：00 
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※上記波向観測結果は速報値、現在精査中 

（下記レーダー観測結果より南からの来襲波であった考えている） 



⑨試験養浜のモニタリング結果 
～トレーサー調査結果～ 

34 

台風後の汀線部におけるトレーサー調査結果 

（2007年7月27日～8月10日） 

養浜区間 約 900m 

石 

崎 

川 
石崎浜荘 

トレーサー(黄色カラーサンド)投入状況 

（2007年3月2日投入） 



⑨試験養浜追跡モニタリング調査 （今後の予定） 35 



⑩漁業利用 ～宮崎県水産要図～ 

（出典：みやざきの水産，2003，宮崎県農政水産部漁政課） 

住吉海岸 

住吉海岸集への浅海域では、 

・底曳網 

・船曳網・機船船曳網 

拡大図 
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⑩漁業利用 ～住吉海岸前面海域における操業実態図～ 

（出典：住吉海岸技術検討委員会本編、平成16年2月4日） 

37 



⑪サーフィン利用 ～サーフポイントの現状～ 38 



⑫環境（生態系） ～県環境調査概要～ 39 

＜調査目的＞ 

漂砂系内の海域環境の現況把握 

＜調査場所および調査項目＞ 

＜調査実施時期＞ 

＜調査位置＞ 



⑫環境（生態系） ～県環境調査概要～ 40 

＜調査内容および方法＞ 



⑫環境（生態系） ～県環境調査概要～ 41 

＜主な調査結果：海域環境＞ 

★水温，塩分★ 

季節変化あり．調査地点差は小，鉛
直方向変化は小．  

★底質★ 

No.１～４は砂質，調査期間中に礫分
が増，No.５は時期に関係なく外側は
砂泥質，内側は泥質． 



⑫環境（生態系） ～県環境調査概要～ 42 

＜主な調査結果：プランクトン＞ 

・磯波帯のプランクトンは春季及び秋季に増加傾向．  

・種類組成は、植物：珪藻綱，動物：カイアシ亜綱（節足動物門）が多数を
占める．ベントス（幼生）は春季及び秋季に出現する傾向． 



⑫環境（生態系） ～県環境調査概要～ 43 

＜主な調査結果：付着生物＞ 

・離岸堤の付着動物は、ほとんどが軟体動物門が占められており、特にイ
ワガキ（二枚貝綱）が多い．  
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